










消防団長賞 
近藤毅さん（泉町）「虹のかけ橋」 

推
薦
　
▽
市
長
賞
　
長
瀬
操
（
駄

知
町
）
「
一
斉
放
水
」
 

特
選
　
▽
市
議
会
議
長
賞
　
中
村

千
代
子
（
泉
町
）
「
碧
天
に
誓
う

火
の
用
心
」
　
▽
消
防
団
長
賞

近
藤
毅
（
泉
町
）
「
虹
の
か
け
橋
」 

▽
消
防
長
賞
　
青
山
政
男
（
瑞
浪

市
）
「
堂
々
の
行
進
」
 

準
特
選
　
▽
消
防
友
の
会
長
賞

鈴
木
活
司
（
土
岐
津
町
）
「
虹
の

放
水
」
　
▽
危
険
物
安
全
協
会
長

賞
　
渡
邉
寛
（
瑞
浪
市
）
「
チ
ビ

ッ
コ
の
火
の
用
心
」
　
▽
防
火
管

理
者
協
会
長
賞
　
米
山
文
雄
（
泉

町
）
「
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
技
」
 

入
選
　
伊
藤
佐
都
美
（
泉
町
）
、

河
村
道
春
（
土
岐
津
町
）
、
清
水

素
塚
（
肥
田
町
）
、
鈴
木
し
げ
子
 

（
泉
町
）
、
土
本
忠
男
（
下
石
町
）
、

交
告
嘉
輝
（
肥
田
町
）
、
纐
纈
保

雄
（
泉
町
）
、
長
瀬
義
友（
土
岐

津
町
）
、
佐
橋
俊
治
（
土
岐
津
町
）
、

高
橋
泰
造
（
泉
町
）
 

市議会議長賞 
中村千代子さん（泉町）「碧天に誓う火の用心」 

市長賞　長瀬操さん（駄知町）「一斉放水」 

消防長賞 
青山政男さん（瑞浪市）「堂々の行進」 

●
新
た
な
要
介
護
認
定
で
要
支
援

１
と
２
に
認
定
さ
れ
た
方
は
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
 

※
1
　
今
よ
り
も
状
態
が
悪
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
少
し
で
も

自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
利
用
し
て
い

た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
 

●
介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
る
前

の
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

自
己
実
現
や
生
き
が
い
の
達
成
、

生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
に
介
護

予
防
事
業
（
地
域
支
援
事
業
）
を

行
い
ま
す
。
 

※
2
　
認
定
審
査
で
「
非
該
当（
自
 

立
）」
と
判
定
さ
れ
た
方
や
、
健

康
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
「
転

倒
予
防
」「
栄
養
改
善
」「
認
知
症

予
防
」
な
ど
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
 

●
専
門
職
（
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
）

を
配
置
し
、
要
支
援
１
と
２
に
認

定
さ
れ
た
方
の
「
介
護
予
防
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
や
、
高
齢
者
と
そ
の

家
族
へ
の
総
合
的
な
相
談
・
権
利

擁
護
な
ど
を
行
う
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
介

護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
 

     
         な

お
、
介
護
保
険
制
度
改
正
の

詳
し
い
内
容
は
、
本
紙
四
月
十
五

日
号
と
同
時
配
布
の
「
介
護
保
険

特
集
号
」
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。
 

 

※
1
 

          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
2

詳
し
く
は
、介
護
保
険
課（
内

線
1
5
8
）へ
ど
う
ぞ
。
 

土
岐
市
市
役
所
ロ
ビ
ー
 

三
月
二
日（
木
）〜
八
日（
水
） 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
 

三
月
九
日（
木
）〜
十
五
日（
水
） 

道
の
駅
ど
ん
ぶ
り
会
館
 

三
月
十
六
日（
木
）〜
二
十
二
日（
水
） 



こ
こ
数
日
は
、
一
時
の
寒
波
も

収
ま
り
、
時
折
、
太
陽
の
日
も
差

し
込
む
穏
や
か
な
日
が
続
き
、
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
雪
は
と
て
も
す
ご
く
、

山
古
志
の
十
二
月
十
九
日
時
点
で

の
積
雪
二
m
と
い
う
の
は
、
過
去

最
高
と
の
こ
と
で
す
。
 

一
月
十
三
日
に
は
、
災
害
救
助

法
の
適
用
を
受
け
、
雪
害
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

二
月
九
日
時
点
で
の
積
雪
は
、

旧
山
古
志
役
場
付
近
で
二
m
九
十

八
cm
、
北
部
の
種
苧
原
地
区
で
三

m
八
十
一
cm
と
い
う
状
況
で
す
。

津
南
町
の
四
m
に
は
及
び
ま
せ
ん

が
、
ど
ち
ら
の
せ
よ
山
古
志
に
は

雪
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

山
古
志
に
向
か
う
主
要
道
路
は
、

道
幅
は
狭
い
で
す
が
、
除
雪
が
し

て
あ
り
、
行
き
来
す
る
に
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
 

道
路
沿
い
は
雪
の
壁
と
な
っ
て

い
て
、
車
か
ら
は
雪
以
外
の
景
色

は
見
え
ま
せ
ん
。
 

山
は
、
い
つ
雪
崩
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
状
況
で
あ
り
、

旧
役
場
に
は
、
二
十
四
時
間
体
制

で
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
二
月
十
四
日
執
筆
）
 

た
ね
　

す
　

は
ら
 



 



世の中には、猫好きな人もいれば、当然
猫嫌いな人もいます。「猫が嫌い」という
理由は何でしょう。猫という生き物自体が
嫌い？呼んだら逃げるから嫌い？庭や畑に
排泄したり荒らしたりするから嫌い？勝手
に家の中に入ってきて汚したり、車に足跡
をつけたりするから嫌い？など。人それぞ
れいろいろな理由があるのでしょう。 
本能で行動している猫自身に悪気がある

わけではないのですが、「猫が嫌い」とい
う人に好きになってというのは難しいこと
だと思います。猫を飼っている人は猫嫌い
の人の気持ちを理解して、愛猫が外で迷惑
を掛けないようにしましょう。 

○
林
野
火
災
の
特
徴 

林
野
火
災
は
、
市
街
地
で
の
火
災
と
異

な
り
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
消
防
水
利

の
不
足
や
道
路
状
況
な
ど
の
地
理
的
、
地

形
的
な
条
件
か
ら
消
防
活
動
が
非
常
に
困

難
な
た
め
、
焼
損
面
積
が
広
範
囲
に
及
ぶ

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

            

○
出
火
原
因 

「
た
き
火
」
「
た
ば
こ
」
「
野
焼
き
」

な
ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
や
、

不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
山
菜
採
り

や
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
で
、
入
山
者
が
増

加
し
た
こ
と
も
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

○
林
野
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
は 

・
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。 

・
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
・
火

入
れ
を
し
な
い
。 

・
た
き
火
・
野
焼
き
の
場
所
を
離
れ
る
と

き
は
、
完
全
に
消
火
す
る
。 

・
火
入
れ
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
消
防
署

に
届
け
出
る
。 

・
火
遊
び
は
絶
対
し
な
い
。 

・
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投

げ
捨
て
は
絶
対
し
な
い
。 



オープンスペースとなっている各教室 

昨
年
度
か
ら
二
年
が
か
り
で
建
築
さ
れ

て
き
た
新
校
舎
が
も
う
す
ぐ
完
成
し
ま
す
。
 

新
校
舎
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
至
る
所
に
斬
新
な
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
 

＊
ま
ち
の
延
長
と
し
て
、
地
域
に
開
か
れ

た
「
い
ず
み
の
家
」
の
創
出
 

（
ま
ち
と
の
呼
応
） 

＊
地
域
の
環
境
に
配
慮
し
た
、
郷
土
を
愛

す
る
「
杜
の
学
校
」
の
創
出
 

（
環
境
と
の
呼
応
） 

＊
子
ど
も
の
個
性
を
生
か
し
思
い
や
り
の

心
を
育
て
る
学
校
 （

子
ど
も
と
の
呼
応
） 

＊
ゆ
と
り
あ
る
学
習
を
実
践
で
き
る
多
様

性
と
可
変
性
の
あ
る
学
校
 

（
教
育
と
の
呼
応
） 

で
す
。
以
上
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
造
ら

れ
て
い
る
新
校
舎
に
は
、
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
 

①
校
舎
は
、
二
つ
の
コ
ア
「
風
の
塔
」
 

「
時
の
塔
」
で
区
切
ら
れ
、
地
形
を
利

用
し
た
ひ
な
壇
状
配
置
で
す
。
屋
上
の

緑
化
と
木
素
材
の
多
用
が
特
徴
で
す
。
 

②
普
通
教
室
は
、
一
学
年
四
ク
ラ
ス
＋
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、

空
間
を
変
え
る
こ
と
で
多
様
な
学
習
と

あ
ら
ゆ
る
学
習
集
団
単
位
に
弾
力
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

③
各
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
パ
ソ
コ

ン
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構
築
と
冷
暖
房
完

備
と
い
っ
た
情
報
化
へ
の
対
応
と
環
境

へ
の
配
慮
が
し
て
あ
り
ま
す
。
 

④
地
域
の
方
と
学
校
と
が
連
携
で
き
る
地

域
学
校
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑤
そ
の
他
と
し
て
、
 

全
教
室
南
面
採
光
／
プ
ー
ル
を
二
階
建

て
と
し
一
階
を
駐
車
場
に
利
用
／
木
仕

上
げ
を
多
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
学
校
／

歩
車
分
離
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
歩
道
橋
設

置
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
／
ビ
オ
ト
ー
プ

設
置
、
植
栽
に
よ
る
緑
化
／
屋
上
の
活

用
、
屋
上
の
緑
化
／
太
陽
光
、
風
力
発

電
、
雨
水
の
利
用
　
な
ど
 

す
べ
て
の
完
成
は
、
三
月
十
日
で
、
竣

工
式
が
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

詳しくは、総合政策課（内線212）へどうぞ。 

※「男と女のいきいきコラム」は、今回お休みしました。 

土岐市男女共同参画推進事業 

入場無
料 



身体と運動の関係や、最近注目
されている温泉を利用した水中運
動の効果について、温泉の効能を
含めての講演会を開催します。 
◆日時　　3　月23日（木）午後　1　時
30分～　3　時 
◆場所　保健センター 
◆演題　「水中運動の正しい知識と
運動方法」 
◆講師　西田昌央先生（健康運動
指導士） 
◆定員　40人程度 
◆締め切り　　3　月20日（月） 
申し込みなど詳しくは、保健セ
ンターへどうぞ。 

●日時　①　3　月24日（金）　②　3　月27
日（月）午前10時～11時30分
（27日は午後　1　時30分～　3　時
も実施） 

●場所　保健センター 

●日時　①　3　月24日（金）　②　3　月27
日（月）午前10時～11時30分
（27日は午後　1　時30分～　3　時
も実施） 

●場所　保健センター 
・みそ汁の塩分測定は、汁分だけを50 
　程度お持ちください。 

●内容　血圧測定、尿検査、診察など 

 
場　　所 

ウエルフェア土岐 

保 健センター 

白寿苑（駄知町） 

受付時間 

 

13：15～14：00

月　　日 

　3　月14日（火） 

　3　月17日（金） 

　3　月24日（金） 

●対象　平成17年　3　月生まれで、麻し
ん、風しんにかかったことが
なく、予防接種を受けたこと
もないお子さん（個人通知を
しますので、案内通りにお申
し込みください） 

※　4　月から混合予防接種になります。
対象年齢は、　1　歳以上　2　歳未満のお子
さんになりますが、次の方は保健セン
ターへお問い合わせください。 
①麻しん、風しんのいずれかにかかっ
たことがあり、いずれかの予防接種を
受けたことがないお子さん 
②麻しん、風しんにかかったことがな
く、いずれの予防接種も受けたことが
ないお子さん 

●日時　　3　月23日（木）午後　1　時～　3　
時30分ごろ 

●場所　保健センター 
●対象　　4　カ月健診を受けられたお子

さんの保護者など 
●定員　20人（10人まで託児可能） 
●参加費　無料 
●持ち物　エプロン、三角巾、筆記用

具 
●締め切り　　3　月20日（月） 

●日時　　3　月28日（火）午後　1　時～　3　
時（要予約） 

●場所　東濃地域保健所（多治見・　
○23 1111） 

・不眠、意欲減退などでお悩みの方は
ご相談ください。必要に応じ、精神科
医師が相談に応じます。お年寄りの認
知症などでお悩みの方もご相談を。 

平成18年度に保健センターから健康診査の個別通知を発送する方は、平成17年度中に各種健康診査の個別通知が
届いた方と、市の健康診査を受けられた方です。ただし、子宮頸がん検診・乳がん検診を平成17年度に受診された
方は、平成18年度は検診の対象ではありませんので、個別通知は行いません。 
前記以外の方で、今後、市の各種健康診査の個別通知を希望される方は、　3　月24日（金）までに保健センターへ

お申し込みください。 



◆日時　　3　月17日（金）午後　1　時～　3　
時30分 
◆場所　多治見市文化会館・練習室　1　 
◆対象　45歳以上で在職中の方、定年
間近の方（離職者の方も可）、企業の
人事・労務などの担当者 
◆定員　25人（先着順） 
◆演題　「再就職活動の心構えと対策
について」～実践で競争相手に打ち勝
つには何が必要か？～ 
◆講師　古井重三氏（キャリアカウン
セラー） 
◆参加費　無料 
申し込みなど詳しくは、岐阜高齢期

雇用就業支援コーナー（　058-251-85 
51）へどうぞ。 
 
 
 
 
自動車事故が原因で重度の後遺障害

を負ってしまい、日常生活で介護が必
要な方に対する介護料の支給制度があ
ります。 
介護料支給資格対象、必要書類など

詳しくは、自動車事故対策機構岐阜支
所業務担当（　058-263-5128）へどうぞ。 

バイク（原動機付自転車・二輪車）・
軽自動車などに対する軽自動車税は、
毎年　4　月　1　日現在の所有者に課されま
す。 
毎年納税通知書を発送すると、「廃

車したはずなのに、どうして納税通知
書が届いたのですか？」といったお問
い合わせをいただくことがありますが、
これは廃車の手続きが　4　月　1　日以降に
行われていることが原因になっていま
す。 
譲渡・廃車などをされた方は、車両

の種類に応じて下記の機関でお早めに
手続きしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳しくは、税務課税政係へどうぞ。 
 
 
 
 
泉町定林寺の一部区域で実施した地

籍調査成果の閲覧を、　3　月　5　日（日）か
ら24日（金）までセラトピア土岐で実施
します。 
詳細は、後日地権者の方へ直接通知

します。ぜひ、お越しいただきますよ
うお願いします。 
なお、これらの区域に土地をお持ち

にもかかわらず通知が届かない方や、
土地を手放したにもかかわらず通知が
届いた方は、地籍調査推進室へご連絡
ください。 
●地籍調査成果の閲覧区域（対象とな

る字） 

泉町定林寺（定林寺字休石、竈および
西洞の一部） 
詳しくは、地籍調査推進室へどうぞ。 

織田信長、豊臣秀吉、徳川家康が生
きた時代のやきものにスポットを当て、
消費地のやきもののあり方を桃山時代
以前と以降を比較し、展示します。 
◆会期　　5　月　7　日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
◆会期中の休館日　毎週月曜日、　3　月
22日（水）、　5　月　2　日（火） 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 
 
 
次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■肥田小附属幼稚園に　肥田町簡易保
険団体様＝パネルシアター用ステージ・ 
パネルシアター各種・蛍光灯スタンド
（計　5　万円相当） 
■肥田中学校に　　昭和39年度厄年辰
巳会様＝体育大会用テント（20万円相
当）　　肥田町簡易保険団体様＝ビデ
オカメラ・デジタルカメラ各　1　台（計
10万円相当） 
■泉西小学校に　簡易保険久尻会団体
様＝Ａ　4　ファイルキャビネット　2　台・
デジタルカメラ　2　台・パイプいす37脚
（計22万円相当） 

　1　月20日（金）に、市文化プラザ
で「土岐津町地域防災協働隊（加藤
良夫隊長）」の設立総会が開催され
ました。 
この協働隊は、大地震などによる

災害が発生したときに、土岐津公民
館を拠点として、自治会、自主防災
組織、婦人会、中・高校生が連携し
て救出活動などを行い、建設防災支
援隊（建設業組合）、消防署、消防
団、警察、市などがその活動を支援
する仕組みになっています。 

※この事業は、総務省の本年度地域
安心安全ステーション整備モデル事
業に指定されているとともに、宝く
じの助成金を受けています。 

原動機付自転車 
（125cc 以下のもの） 

小型特殊自動車 

 

125cc超の二輪車 

 
軽自動車 
（軽三輪、軽四輪） 

 
市役所税務課税政係 
　○54 1111（内線183） 

 
岐阜県軽自動車協会 
　058－279－1561

 

種　　類 手続き先 

 
中部運輸局岐阜運輸支局 
　050－5540－2053

 



 
◆市民相談（毎週火・金曜） 

日時…　3　月24日・28日・31日、午後
　1　時～　3　時 

◆行政相談（毎月第2・第4水曜） 

日時…　3　月22日、午後　1　時～　3　時 

 
◆家庭児童相談（毎週月・水・金曜） 

日時…　3　月22日・24日・27日・29日・
31日、午前　8　時30分～午後　5　
時15分 

※女性に関する相談（夫婦間の悩み・
ＤＶなど）も受け付けています。 

 
◆心配ごと相談（直通：　○57 4689） 

（毎週月曜） 

日時…　3　月27日、午前　9　時～正午 
◆幼児療育相談（毎週月曜～金曜） 

時間…午前　8　時30分～午後　5　時15分 
◆介護相談（毎週月曜～金曜） 

時間…午前　8　時30分～午後　5　時15分 
（恵風荘・ひだまりでも実施） 

 
◆教育相談（毎週月曜～金曜） 

時間…午前　9　時～午後　3　時 
場所…肥田町浅野590 

 
◆子育て相談（毎週月曜～金曜） 

時間…午前 9 時～午後 5 時 
場所…ひだ保育園内（　○55 0337） 

つまぎ保育園内（　○57 5377） 

◆応募資格　①市内に　1　年以上在住し
ている方、またはその子　②学校教育
法に規定する学校のうち、次の学校に
在学する方：高校（盲学校・ろう学校・
養護学校の高等部を含む）、高等専門
学校（各種学校は除く）、大学（専攻
科・別科・大学院在学者は除く）　 
③学資の調達が困難な家計状況にある
こと　④学業・スポーツ・文化活動な
どの成績が優秀で、修学に耐えられる
健康状態であること 
◆奨学金の額　　高校またはこれと同
程度の学校の生徒＝月額7,500円　 
　大学生＝月額10,000円 
◆奨学金の支給期間　　1　年以内（継続
希望の方も、新たに申し込みが必要）
◆奨学生の決定　書類審査の上、決定
◆奨学生の義務　学業・スポーツ・文
化活動などに励み、奨学生としての本
分を尽くす（※奨学金返還の義務はあ
りません）。 
◆提出書類　①市奨学金支給申請書
（学校教育課で交付）　②平成17年度
の成績証明書および関係証明書　③本
人の住民票　④世帯全員の所得課税証
明書　⑤平成18年度の在学証明書 
◆申し込み　　4　月　3　日（月）～14日（金）
に、必要書類を添えて学校教育課へ。 
詳しくは、同課へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
◆日時　　3　月25日（土）午後　1　時～ 
◆場所　セラトピア土岐・大会議室 
◆演題　　　1　部＝「意外に知られな
いやきものの歴史アラカルト」　　　2　
部＝「知っておきたい身近な古墳」 
◆講師　　　1　部＝杉村啓治氏（多治見
市立小泉小学校校長）　　　2　部＝高橋
健太郎学芸員（市埋蔵文化財センター） 
◆参加費　無料 
詳しくは、市史編さん室へどうぞ。 

◆対象　市内在住の65歳以上の方 
◆内容　全体学習（月　1　回）やクラブ活動 
◆申し込み　生涯学習課・各支所にあ
る申込書、または官製はがきに住所・
氏名（フリガナ）・性別・生年月日・
電話番号・入会希望クラブ名（★注）
を明記し、　3　月24日までに市教育委員
会生涯学習課公民館係（〒509-5192
土岐津町土岐口2101）へお申し込みを。 
★注　クラブはいくつでも入れますが、
下表の第　1　グループ（①～⑧）は、活
動日が同じなので一つしか入れません。
また、第　2　グループ（⑨～⑮）の中で、
手芸とコーラスについては、両クラブ
を兼ねることはできません。 
◆受講料　年間2,000円（開校式当日に徴収） 
◆開校式　　4　月18日（火）午後　1　時～
文化プラザ・サンホール 
 
 
 
 
 
詳しくは、生涯学習課公民館係へ。 
 
 
 
 
生活学校は、地域社会や生活に関わ

る諸問題をテーマに調査活動を実施し、
行政や企業との話し合いを通じて改善
に向けて取り組んでいる団体です。 
毎月　1　回程度の定例会議を行うほか、

廃食油の回収や牛乳パックの整理、河
川の水質調査への参加、フリーマーケ
ット、施設見学などを行っています。 
◆開校期間　　4　月～平成19年　3　月末日 
◆参加資格　市内在住の方 
◆年会費　1,500円 
◆申し込み　生活学校代表・金山富士
子さん（　○54 4566）、または生涯学習
課へ電話でお申し込みください。 
詳しくは、同課へどうぞ。 

①園芸　②囲碁　③絵画
④詩吟　⑤書道　⑥短歌
⑦俳句　⑧ゲートボール 

⑨民踊　⑩手芸　⑪陶芸
⑫健康体操　⑬コーラス
⑭新聞（※）　⑮パソコン 

第　1　グループ 
クラブ名 

第　2　グループ 
クラブ名 

※新聞クラブは現在調整中 
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東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 




